
  

 

 

 

 

 

 

 

雲仙市中総体終わる 
 

雲仙市中総体が６／８（土）、６／９（日）に開催され無事に終了しました。１年生は僅か２か月、２年生は

１年２か月、３年生は２年２か月の月日を経て迎えた大会でした。それぞれの学年でこの大会に臨む思いの

深さ、重さは違いがあったと思います。特に３年生にとっては思い入れも強かったはずです。その結果は下記

の通りでした。今回はその結果に顧問のコメントを添えています。 

 

◯男子バスケットボール 

  １回戦 対愛野中 ７１－４３ 勝利  ２回戦（決勝） 対国見中 ５１－８３  敗退           準優勝 

  

１か月前の雲仙市ジュニア大会のときよりも、動きが良く、良い試合展開ができて、１か月の間にとても伸

びていた。十分に力を発揮できて、良い試合ができたと思う。胸を張って、これからも色々なことに挑戦して

ほしい。（福元先生） 

 

１回戦、２回戦共に瑞穂中の選手たちは最高のプレーをしていました。試合終了後も多方面から「瑞穂の

子、良く頑張っていましたね！」「ものすごく成長したね。」という声をいただきました。努力する姿は見る人を

魅了するとは正にこのことかと実感できた試合になりました。その姿を２、１年生が引継ぎ、さらに上を目指

して頑張ってほしいと思います。努力に勝る天才なし！（尾川先生） 

 

◯女子バスケットボール 

  １回戦 対愛野中 １４－１４７ 敗退  

 

  中総体独特の雰囲気を感じ、試合前から緊張していた生徒たちでした。得点目標の２０点には届きませ

んでしたが、競技を始めて約２か月で臨んだ１年生チームとして、全力で相手に立ち向かっていく姿を随所

に見せた試合となりました。（宮野先生） 

 

◯男子ソフトテニス 

 【団体】  第１試合 対 国見中 １－２ 敗退       第２試合 対 千々石中 ２－１ 勝利 

          第３試合 対 吾妻中 １－２ 敗退                                       

 【個人】  森田侑希・益田陵汰ペア 第３位 

 

  基礎練習から試合形式まで取り組んできました。大会当日はハプニングもありましたが、生徒たちは試

合をする選手、応援する控え選手と心を１つにして戦いました。３年生はこれからの人生に今までの経験を

活かして活躍していくことを期待します。（前田先生） 

 

瑞穂中学校だより 

【学校教育目標：ふるさとを愛し  

心身ともにたくましく 主体的に学ぶ生徒の育成】 

令和６年６月１４日（金） ＮＯ．８ 文責：校長 柏原 哲郎  

HP アドレス https://www.unzen.ed.jp/mizuhochu 

 



◯女子ソフトテニス 

 【団体】  第１試合 対 国見中 ０－３ 敗退        第２試合 対 吾妻中 ３－０ 勝利 

          第３試合 対 千々石中 ３－０ 勝利                                    準優勝  

 

 【個人】  宮﨑千尋・東 璃子ペア 第３位 

 

 今の３年生の代になったころは、体力面も精神面も不安がありましたが、１年間コーチたちの指導を受け、

大きく成長しました。特に勝負に対する精神は大きく成長したように感じます。国見の壁は高かったですが、

力を出し切った生徒たちを誇らしく思います。（月川先生） 

 

◯女子バレーボール 

  

 リーグ戦       １回戦 対 小浜中  １－２（２５－２０，２３－２５，１８－２５） 敗退 

               ２回戦 対 吾妻・愛野中 ２－０（２５－１５，２５－２３） 勝利 

 準決勝  対 国見中 ０－２（１５－２５，２５－２７） 敗退 

 

 ３年生を中心に、メンバーを鼓舞しようと声かけをしていた。どの試合でも１点でも多く、１セットでも多く取

ろうという気迫が伝わってきた。最後まで接戦であり、大変感動的な試合を見せてもらいありがたく思って

いる。（塚原先生） 

 

 １年生６名が入部してきて、新チーム１２名で挑んだ中総体でした。全員がそれぞれの役割を果たし、お互

いに協力し合い、精一杯プレー・応援ができた大会でした。（古瀬先生） 
 

 今回の中総体の結果を一人一人の選手・部員がどのように受け止め、これからに繋げていくか、とても大

切なことです。多くの選手・部員が大なり小なり「悔しさ」が残ったはずです。その「悔しさ」は、部活動の練

習等を積み重ね、そして今度の中総体に臨んだ人にしか湧かない思いです。「悔しさ」が具体的にどこから

（どんなこと）から湧いているのか、自分と向き合い、その答えをもとにこれからの一歩を踏み出していって

ほしいと思います。行事（部活動・中総体）は生徒たちを成長させるためにあります。生徒たちの成長がこれ

からの学校生活の中で見られることを楽しみにしたいと思います。 
 

薬物乱用防止教室 
 

青少年期は、たばこ（ニコチン）や酒（アルコール）を含め、依存性薬物を使用するきっかけが起こりやす

い時期です。また、心身の発育・発達途上にあたるため依存状態に容易に移行し、人格の形成が妨げられ

るなど、薬物の影響が深刻な形で表れることがあります。そこで、学校と家庭の中での薬物乱用防止に関

する認識を高め、日常生活の中で薬物乱用を拒絶する生活環境を育成し、薬物乱用の浸透を防止するこ

とを目的として、来春卒業を控えた中学３年生を対象に「薬物乱用防止教室」を昨日開催しました。 

 今回は初めて長崎税関の中尾 孝様からお話を聞きました。特に 

【断る勇気・逃げる勇気・相談する勇気】の３つの勇気を持つことが 

とても大切であると教えてもらいました。将来もしもの時があれば、 

この３つの勇気を思い出し実践してくれることを期待しています。 

 ★月曜日から期末テストがスタートします。特に１年生にとっては

初めてです。体調を整え、しっかり勉強して臨んでほしいと思い

ます。頑張ろう！！ 


